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ICTの未来を切り拓く
NTTの研究開発

R&Dフォーラムで
振り返るこの10年

2005-2014
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　通信事業者の役割は、人と人をつなぐ「電気通信」から、

人と情報をつなぐ「情報通信」へと変化してきました。

NTTグループが今後、様々な分野・業界の価値を高める

パートナーとなり、日本における総人口の減少や少子高齢

化といった社会的課題の解決に貢献していくとともに、未

来に向けた社会全体の快適さ、豊かさを実現していくため

に、多様なニーズに応えた技術の提供を通じ新たな価値の

創出を加速してまいります。

　マーケティングやビジネスプランの策定、アライアンス

形成などを行い、研究所で開発した成果を早期にグルー

プ会社のビジネス展開につなげるプロデュース活動を進

めています。次世代サービスの本格展開に向け、グループ

会社をはじめ、多くの企業とのコラボレーションから新た

なサービスを創っていきます。

過去 現在 これから

通信技術

電気通信
人と人をつなぐ 大量の情報を

高速に

新価値創出

情報処理技術
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様々な分野・業界の価値を高める

他分野の市場・ 
技術・制度等

すぐつながる
いつでもつながる

情報通信
人と情報をつなぐ
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研究・開発ダイジェストページ（案）

の は、世界をリードする技術を生み
出し、社会や産業、学術の発展に寄与して
いくという理念のもと、約 名の研究者が
基礎研究から事業会社のビジネス展開を支
える研究開発まで幅広くかつ多様な研究を
行っています。

グループの成長力の源泉となる研究開
発として、競争力のある技術を創造するとと
もに、様々な企業や大学、研究機関との
オープンイノベーション・コラボレーションを
通じて、新たな価値の創出につなげていま
す。

世界をリードする技術を想像し、
の未来を切り開く の研究開発

の取り組み

様々な分野・業界の価値を高める の

通信事業者の役割は、人と人をつなぐ「電気通信」
から、人と情報をつなぐ「情報通信」へと変化してきま
した。 グループが今後、様々な分野・業界の価
値を高めるパートナーとなり、日本における総人口の
減少や少子高齢化といった社会的課題の解決に貢
献していくとともに、未来に向けた社会全体の快適さ、
豊かさを実現していくために、多様なニーズに応えた
技術の提供を通じ新たな価値の創出を加速してまい
ります。

総合プロデュースの機能

マーケティングやビジネスプランの策定、アライア
ンス形成などを行い、研究所で開発した成果を早
期にグループ会社のビジネス展開につなげるプロ
デュース活動を進めています。次世代サービスの
本格展開に向け、グループ会社をはじめ、多くの
企業とのコラボレーションから新たなサービスを
創っていきます。

グローバル・イノベーターを 年連続で受賞

は、トムソン・ロイター（本社：米国・ニュー
ヨーク）が世界の革新的企業 社を選出する
「 グローバル・イノベー

技術の発信拠点「 」

（ ）では、
最も競争が激しくかつ最先端である北米において、
「クラウド「」セキュリティ」に関する研究開発を
マーケットイン型で推進することで、 グループの
成長ドライバーである「グローバル・クラウドサー
ビス」の積極展開を強化していきます。北米で磨か
れた成功事例は、モジュール化した
（ ）として、日本や新興国な
どグローバルに展開していきます。

中期経営計画達成に向けた の取り組み事例

の研究所では、 グループのクラウド
サービスの付加価値向上に向け、自社技術だ
けに頼らないオープンイノベーションを推進
するとともに、クラウドとネットワークを連
携することでお客さまに高い付加価値をご提
供する「仮想ネットワーク技術」の研究開発
を進めています。

これにより、お客さまは ポータルから必
要な仮想マシンとネットワークリソースをオ
ンデマンドに配備することができ、既存シス
テムからクラウド

。

ター」を 年から 年まで、４年連続で受
賞しています。

クラウド・仮想ネットワーク統合管理技術によ
るユーザの利便性向上 への移行もスムーズに行うことができます。

さらに、故障発生時はネットワークを柔軟に
変更し、他のデータセンタに仮想マシンを移
動することで耐障害性を高めることができま
す。

クラウドに情報を預ける際、不正アクセスのよ
うなセキュリティ脅威やサーバ停止によるデータ
消失等に対する不安はまだまだ払拭できていませ
ん。NTT の研究所では、世界トップレベルのマル
ウェア対策技術やセキュリティマネジメント技術、
暗号技術などを活かし、サイバー攻撃をはじめと
するセキュリティの脅威に対して、十分な防御を
行う技術を開発し、クラウドビジネスの差異化を
図っています。 

秘密分散技術は、お客さまの大切な情報を秘匿 

セキュリティ基盤の強化 

化した状態で分割し、クラウド上に保管します。 
これにより、不正アクセスやサーバ停止への耐性
が強化されます。また、秘密計算技術は、秘密分
散技術によって分割された情報を一度も元に戻さ
ず、誰にも見られることなく世界最高レベルの性
能で統計処理することができます。これによりお
客さまの大切な情報の保管と活用の両立が可能に
なります。 

 

総合プロデュース機能

様々な分野・業界の価値を高めるNTTのR&D

　NTTのR&Dは、世界をリードする技術を生み出し、社会

や産業、学術の発展に寄与していくという理念のもと、約

2,500名の研究者が基礎研究から事業会社のビジネス展開

を支える研究開発まで幅広くかつ多様な研究を行ってい

ます。

　NTTグループの成長力の源泉となる研究開発として、競

争力のある技術を創造するとともに、様々な企業や大学、

研究機関とのオープンイノベーション・コラボレーション

を通じて、新たな価値の創出につなげています。

ICTが創る　新たな未来

総合プロデュース機能など

コミュニケーションサービス

情報ネットワーク

先端技術

Any people

Any device

Any service

Any network

シンプルで直感的な 
ユーザインターフェイス

情報ナビゲーション

コンバージェンス 
ネットワーク

ブロードバンド・ 
ユビキタス技術

音声言語メディア

環境・エネルギー

フォトニクス技術

xICT基盤 /UX*1

ネットワーク 
アーキテクチャ

エレクトロニクス技術

映像メディア

ネットワーク 
オペレーション

クラウド基盤 ソフトウェア開発技術

ネットワーク技術

物性・物質科学

OSS*2サポート

トラヒック・品質

コミュニケーション 
科学

暗号・セキュリティ

あらゆる端末がつながる
プラットフォーム

信頼性の高いサービス 
プラットフォーム

ユーザに意識させない
ネットワーク

研究成果のビジネス化

*1 UX ：ユーザエクスペリエンス
*2 OSS ：オープンソースソフトウェア
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NTT R&Dの取り組み

世界をリードする技術を創造し、
コラボレーションにより新たな価値を創出する
NTTの研究開発



83

クラウド・仮想ネットワーク統合管理技術による
ユーザの利便性向上
　NTT の研究所では、NTTグループのクラウドサービスの

付加価値向上に向け、自社技術だけに頼らないオープンイ

ノベーションを推進するとともに、クラウドとネットワー

クを連携することでお客さまに高い付加価値をご提供す

る「仮想ネットワーク技術」の研究開発を進めています。

　これにより、お客さまはWebポータルから必要な仮想

マシンとネットワークリソースをオンデマンドに配備する

ことができ、既存システムからクラウドへの移行もスムー

ズに行うことができます。さらに、故障発生時はネットワー

クを柔軟に変更し、他のデータセンターに仮想マシンを移

動することで耐障害性を高めることができます。

ネットワーク競争力の強化
　仮想化技術を活用した次世代のキャリアネットワーク

の研究開発に取り組んでいます。NFV（Network Functions

Virtualization）やSDN（Software Defi ned Networking）と

いった仮想化技術を用いて、安価な汎

用サーバ上で信頼度の高いネットワー

クサービスを実現するとともに、必要

なサービスを柔軟・迅速に提供する技

術を開発しました。これらの技術によ

り、ネットワークの効率的な運用が可能

となり、CAPEX／OPEXの削減が期待で

きるとともに、お客さまやパートナー企

業の皆さまに対して柔軟にネットワーク機能を提供でき

るようになります。

　2013年4月に設立した北米研究開発拠点NTT Innovation 

Institute, Inc. （NTT I3）では、最も競争が激しくかつ最先端であ

る北米において、「クラウド」「セキュリティ」に関する研究開発

をマーケットイン型で推進することで、NTTグループの成長ド

ライバーである「グローバル・クラウドサービス」の積極展開

を強化していきます。北米で磨かれた成功事例は、モジュー

ル化したIP（Intellectual Property）と

して、日本や新興国などグローバル

に展開していきます。

ネットワーク
コントローラー

Webポータル

クラウド移行

クラウド クラウド

相互連携

お客さま拠点 物理ネットワーク

クラウド
コントローラー

仮想ネットワーク
仮想ネットワーク

仮想ネットワーク
仮想ネットワーク

障害対応
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ネットワーク機器の動作を 
一括制御

次世代のネットワーク（NFV＋SDN）

スイッチ

クラウド

転送網
汎用装置

汎用装置
汎用装置

汎用装置 汎用装置

汎用装置
汎用装置

汎用装置

ファイアウォール

ロードバランサ

WANアクセラレータ　etc.

従来のネットワーク

仮想マシン

高度な制御機能・サービス機能はソフトウェア化してクラウドに集約・機能ごとに専用の装置を利用

制御機能と
転送機能の分離

機能A 機能B 機能C 機能D 機能E 機能F

汎用サーバ群

迅速・柔軟な
サービス提供

汎用装置で
シンプルに構築

汎用装置で
シンプルに構築

コモディティ化された低コストな汎用装置で構成
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中期経営戦略達成に向けたR&Dの取り組み事例

技術の発信拠点「NTT I 3」

　NTTは、トムソン・ロイター（本社：米国・ニューヨーク）が世界の革新的企業100

社を選出する「Top 100グローバル・イノベーター」を2011年から2014年まで、４年

連続で受賞しています。これは、研究開発の先進性と、それによって生み出された発

明･成果の価値がグローバルに認められたものと考えています。

Top 100グローバル・イノベーターを4年連続で受賞

2014 THOMSON REUTERS

TOP 100
GLOBAL INNOVATORS



84 

ICTの未来を切り拓くNTTの研究開発

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
未
来
を
切
り
拓
く
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
研
究
開
発

　NTT R&Dは、2005年11月、新構造光ファイバ「ホールアシスト

型ファイバ（HAF）」を用いた世界初の『曲げフリー光ファイバ

コード』を実用化しました。

　この光ファイバコードによって、直角曲げや結んだ状態だけ

でなく、折り返しても通信が可能で、これまでの光ファイバコー

ドと比較して格段に取り扱い性を向上させたため、家庭内に光

コンセントさえあれば、誰でも簡単にD.I.Y.感覚で屋内の光ファ

イバ配線工事ができるようになりました。

　利用者発信型のメディアであるブログから有益な情報を獲

得するため、キーワード入力による検索結果をトピックやブロ

ガー、情報ソース、評判などのフィルタを通して多角的に整理し

て提示する技術です。

　2005年にポータルサイトgoo上にて実験サービスを公開して

技術評価を行った後、BlogRangerを構成する要素技術はgooブ

ログ検索などソーシャルメディアを用いた各種サービスにて商

用化されました。

＜Key Technology＞

「曲げ」「折り」「結び」が自在にできる
「曲げフリー光ファイバコード」

＜Net Life Technology＞

次世代型ブログ検索システム
「BlogRanger」

2005（平成17）年度
NTTグループコミュニケーションEXPO
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　方向別自動音量調整技術（方向別AGC）は、ネットワークのブ

ロードバンド化に伴い予想されるTV会議やTV電話などの普及

拡大に対して、全ての音声を聞き取りやすい音量に調整し、多数

の参加者がいる場合でも小型のハンズフリー端末1台で快適な

ハンズフリー通話が行える技術です。

　本技術は、2005年1月からNTT東日本、NTT西日本から販売さ

れたIP電話会議装置「MB-1000」、2006年9月からNTT-ATから

販売されたエコーキャンセラ装置「RealTalk 72」を販売、2007

年5月よりNTT-ATから販売されたコンパクトハンズフリー装置

「RealTalk C7」など、グループ各社を通じ幅広く利用されていま

す。

　Camellia（カメリア）は、NTTと三菱電機が共同で2000年に開

発した共通鍵ブロック暗号です。高い安全性に加え効率性と実

用性にも優れており、様々なプラットフォーム上で高速となるソ

フトウェア実装が可能です。 

　2005年には、SSL/TLSやIPsecなどのインターネット標準規

格に国産暗号として初めて採用され、2007年にはOpenSSL、

Firefox、Linuxなど国際的なオープンソースソフトウェアに国産

暗号として初めて標準搭載されました。また、2013年には、デ

ファクト標準である米国政府標準暗号AESと並び、数ある国産暗

号の中から「電子政府推奨暗号リスト」に採択されるなど、現在

でも高い安全性を誇っています。

＜Natural Communication＞

方向別AGC
エコーキャンセラ

＜Net Security＞

NTT・三菱電機共同開発暗号
「Camellia」

NTTグループコミュニケーションEXPO
2005年12月、NTT民営化20周年を記念して開かれた「NTTグループコミュニケーションEXPO」に出展、NTTが目指す

ブロードバンド＆ユビキタス社会の実現に向けたR&Dの様々な取り組みを紹介しました。
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2006（平成18）年度
R&Dフォーラム2007：「人と地球を見つめるコミュニケーションの未来へ」

　個人がブログ等で発信する口コミは

人々の消費行動に大きな影響を与えて

いるといわれています。NTT R&Dでは、

Web上に散在する大量で多様な口コミの

内容をあらかじめ抽出し知識化すること

により、知りたい口コミに簡単にアクセス

し、様々な観点で分析・一覧表示できる評

判情報インデクシング技術を開発しまし

た。

　本技術は、2007年5月に「goo評 判

分析サービス」として商用化されたほか、

2011年7月に提供開始したNTTコミュニ

ケーションズの「BuzzFinder」、2013年4

月より提供開始したNTTデータのTwitter

等調査分析サービスなど、NTTグループ各

社を通じて幅広く利用されています。

＜近未来のライフスタイル＞

評判情報インデクサー 

　「ぶるなび」は、人間の錯覚を利用して「あ

たかも手を引かれるような感覚」を生み

出す装置です。一方向に素早く、その反対

方向にゆっくりと振動させることによっ

て、素早く動かす方向に連続的に引っ張

られるように感じさせることが可能で

す。2004年に発表して以降開発を続け、

2014年に開発した現在の「ぶるなび3」で

はこれまでの装置よりも、サイズと重量を

9割以上小型化し、「親指サイズ」を実現し

ています。これまで発表した成果は多数の

メディアで紹介され、大きな反響を呼びま

した。

　現在、商用サービスを目指し、開発を継

続中です。

＜世界に変革をもたらす新技術＞

ぶるなび　～牽引力錯覚を利用した力覚インタフェース
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R&Dフォーラム2007：「人と地球を見つめるコミュニケーションの未来へ」
従来各総合研究所に分かれて開催していたR&Dフォーラムを一本化し、「人と地球を見つめるコミュニケーションの未

来へ」というテーマのもと、中期経営戦略の実現に向けたNTT R&Dの様々な取り組みと着実な進展、コア技術開発など

を紹介しました。

　攻撃者からの指令に応じて活動を行う

ボットの脅威の抑止に不可欠な、ハニー

ポットと呼ばれるおとり端末、ボットの挙

動を短時間で把握可能な解析システム、攻

撃のトレンドや侵入経路、ボットの挙動を

提示する統合管理システムなどの技術を

開発しました。

　本技術は、サイバークリーンセンタ

（CCC）プロジェクト、PRACTICEプロジェ

クト、ACTIVEプロジェクトといった国家プ

ロジェクトを通じて運用され、ISPを通じ

た感染者通知等により国内のボット感染

者数削減に貢献しました。

　現在、多様化・高度化する感染経路やマ

ルウェアに対応するべく、クライアント型

ハニーポットなどの新たなマルウェア収集・

解析技術の研究開発を進めています。

＜協調を生むプラットフォーム技術＞

ボットネット対策技術

　2004年11月、NTTグループの中期経営戦略において、"光とフルIP

化"をベースとした次世代ネットワークを世界に先駆けて構築するこ

とを発表しました。

　NTT R&Dでは、NTTが従来から培ってきた固定電話が持つ特徴（高

品質、信頼性及び安全性等）と、IPネットワークが持つ特徴（多様なサー

ビスへの対応、経済性など）を併せ持つ次世代の情報通信ネットワー

クであるNGNの開発を主導し、2006年12月、東京、大阪にNGNショー

ルーム「NOTE」をオープンし、フィールドトライアルを実施しました。

　トライアルでの経験を活かし、ユーザ数の増大対応や、品質向上に

向けた改善、エンド・ツゥー・エンドでの検証を進め、2008年3月31日

に首都圏と大阪の一部エリアにて、NGN商用サービス「フレッツ光ネ

クスト」を開始しました。

NGNフィールドトライアルの開始

NOTE大手町ショールーム

実験模様
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2007（平成19）年度
R&Dフォーラム2008：「知の流通がもたらす新たなコミュニケーションの未来へ」

　NTT R&Dは、2001年に世界初の4Kデ

ジタルシネマシステムを開発し、米国映画

業界に4K映像の可能性を示し、ハリウッ

ド・デジタルシネマ標準規格の制定に貢献

しました。2005年10月よりハリウッド映

画配給会社・国内映画興行会社と、ハリウッ

ド仕様の「4Kデジタルシネマ」のサービス

モデルの確立や技術検証を目的とした共

同トライアル「4K Pure Cinema」を実施し、

新作未公開映画の高セキュリティなネット

ワーク配信を実証しました。

　2009年には、NTTグループで国内初の

商用デジタルシネマ配信を実現するなど、

非常に高いセキュリティが要求される未公

開映画本編や予告編、劇場広告作品をネッ

トワークを用いて配給するために、NTT 

R&Dの技術が活かされています。

＜Business＞

4K超高精細映像配信システムとデジタルシネマ再生装置 

　NTT R&Dは、ブロードバンド回線の普

及に伴い急速に広まりつつあるIP電話

サービスにおいて、より高品質な音声通信

が可能で、従来電話のコーデックとも相互

接続が容易な、スケーラブル広帯域音声符

号化方式UEMCLIPを開発、利用を推進し

てきましたが、さらなる広帯域音声通信の

普及を目指して、ITU-Tでの標準化を主導、

UEMCLIPほか4社の技術を統合して共同

提案した方式が、2008年3月にITU-T勧

告G.711.1として承認されました。

　本技術は、ひかり電話の「高音質電話」

の広帯域音声コーデックで利用されてい

るほか、G.711.1対応高音質電話機・映像

音声端末の商品化にも貢献しました。

＜Life＞

NTT発！従来電話とも通信可能な広帯域音声符号化の国際標準
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NTT R&Dが目指す技術革新の将来ビジョンとして、お客さまにとって役に立つ情報（知）を自然なやり取りを通じてタ

イムリに提供し、日常生活や企業活動に新たな効率性、快適さをもたらすICTサービスの実現を目指す「知の流通」を掲

げました。R&Dフォーラム2008：「知の流通がもたらす新たなコミュニケーションの未来へ」

　t-Roomは、時間と空間を越えて人と人

がつながることをお手伝いする「未来の電

話」です。

　t-Roomの中では、あたかも同じ時刻に

同じテーブルを囲んでミーティングをして

いる感覚（同室感）を体験することができ

ます。

　1998年の着想・最初の論文発表以降、

途中一時期の研究中断を挟みつつ、継続的

に研究開発を実施し、改良を重ねました。

　R&Dフォーラム2008では、多くの来場

者から好評を博し、優秀展示賞を受賞しま

した。その後、2008年から2014年まで

NTTグループショールームNOTEにて常設

展示を行い、来館者からの高い評価を得ま

した。

＜Business＞

未来の電話 t-Room 

　『KTNスキャナー』は、カリウム（K）、タ

ンタル（Ta）、ニオブ（Nb）から成る光学結

晶を利用した光デバイスです。KTN結晶の

「電圧を加えると屈折率を自在に変えられ

る」という性質を利用すると、入射したレー

ザー光の進む方向を自由に変えることが

できます。

　このKTNスキャナーの持つ高速性が、

医療用光デバイスの要求条件に合致する

ことを見出し、癌早期診断などの特効診断

法である、光干渉断層計（OCT）への応用

を2010年にスタートしました。

　医療用途を始めとする光学機器メーカ 

浜松ホトニクス株式会社との共同開発によ

り、2013年に、世界最高速のOCT用波長

掃引光源を開発しました。

＜Innovation＞

新現象発見！KTN結晶による広角・低電圧光ビームスキャナー
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2008（平成20）年度
R&Dフォーラム2009：「NGNが拓く豊かなコミュニケーションサービスの未来」

　ロバストメディア探索技術は、既知の音

や映像が、未知の音や映像の中に含まれて

いるかどうか（含まれているとすればどの

音や映像のどの部分か）を高速に特定する

技術です。音や映像の編集による変形や、

別の音の重畳や画像の遮蔽などがあって

も高い精度を維持できる（これをロバスト

性といいます）ことから、様々な応用が広

がりました。

　現在、放送番組や音楽配信などにおける

音楽著作権処理や、ネット上のモニタリン

グなど、メディア流通の基盤を支える技術

として広く活用されています。今後も、実世

界と情報の世界を橋渡しする基礎技術と

しての発展が期待されています。

＜NGN時代のサービス展開～ポータル～＞

音や映像で探すロバストメディア探索技術

　ブロードバンドの普及、大容量コンテン

ツの配信技術の進歩により、魅力的なコン

テンツやサービスを提供可能なIPTVサー

ビスの注目度、期待が高まりました。NTT 

R&Dでは、IPTV標準仕様の策定を推進す

るとともに、NGNサービス開始に向けた

映像配信トライアルを通じて技術の検証

を行い、2008年3月よりNTTぷららが開

始した「ひかりTV」の実現に大きく貢献し

ました。ひかりTVは、2015年2月末日に

は会員数が300万を突破、大きく成長を続

けています。また、最新映像符号化規格で

あるH.264/AVCに準拠したCODEC LSI

「SARA」を開発。2008年5月に開始した

NGN上での地上デジタル放送IP再送信

サービスに採用さ

れています。

＜NGN時代のサービス展開～IPTV～＞

H.264準拠映像CODEC LSIとトランスコーダ装置

CODEC LSI「SARA」
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NGNサービス開始から1年を迎えることを踏まえ、「NGNが拓く豊かなコミュニケーションサービスの未来」というコン

セプトを掲げ、今後のNGN本格展開に向けてNTT R&Dがどのような研究開発に取り組んでいるかについて紹介しました。R&Dフォーラム2009：「NGNが拓く豊かなコミュニケーションサービスの未来」

　産業的に未利用の120GHz帯のミリ波

を利用し、10Gbit/sという高速無線伝送

を実現し、非圧縮ハイビジョン映像を6ch

まとめて無線伝送が可能となる技術です。

2008年、株式会社フジテレビジョンと共

同で、北京五輪のテレビ中継現場で本無

線システムを用いて行った映像素材伝送

実験を通じ、その実用性を確認しました。

　2012年にはNHK放送技術研究所が本

技術を使用した120GHz帯無線装置を導

入し、2014年にはNHK技研と共同で、非

圧縮8K映像の1.3 km 無線伝送にも成功

しました。

　同年、120GHz帯無線への放送番組素

材伝送用途での周波数割当が完了し、今

後8K番組制作での使用が可能になる見

込みです。

＜未来を拓く革新技術～新しい時代のネットワーク～＞

120GHz帯10Gbit/s無線伝送システム

　NTT R&Dでは、将来の通信トラヒック

増大を見越した超大容量、長距離伝送に

取り組み、10Tbit/s以上の大容量データ

を各中継装置において光学分散補償を介

さずに、3,600kmの長距離を伝送させる

ことに成功しました。

　無線システムで広く普及しているデジタ

ル信号処理技術に、光ファイバ通信固有の

新たな特徴を考慮・応用した周波数領域等

化4値QPSKデジタルコヒーレント技術を

適用しました。2009年3月には、本技術

を改良し、10Tbit/s級の大西洋横断距離

相当の室内実験（7,200km）に世界で初め

て成功、また100Gbit/sマルチキャリアデ

ジタルコヒーレント信号の太平洋横断距離

（10,000km）の実験にも成功しました。

＜未来を拓く革新技術～新しい時代のネットワーク～＞

大容量13.4Tbit/sの光信号を長距離3,600km伝送
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2009（平成21）年度
R&Dフォーラム2010： 「人、社会、地球にやさしい未来を拓くICT」

　少子高齢化や学力の低下、地球温暖化など、顕在化す

る社会的課題に対して、ICTが大きな役目を果たすこと

が期待されています。NTT R&Dでは、魅力的なサービス

の創造や高度なICTインフラの提供によって、NTTグルー

プの事業に貢献する研究開発にとどまらず、社会全体に

与える価値を見据えた研究開発を推進し、「豊かな未来」

の実現に向けて取り組むというビジョンを掲げました。

　「豊かな未来」実現に向けた3つのキーワードとして、

世界中の70億人がつながり、わかり合える「豊かなこ

ころ」、365日・24時間・ワールドワイドに安心してビジ

ネス活動ができる「豊かな経済」、環境にも人にもやさ

しい「豊かな地球」を掲げました。

＜社会を見据えたNTT R&D＞

「こころまで伝わる」最先端技術で、想像以上の新たな価値を生み出します

　集合住宅においても各戸へ光ケーブルを

直接配線するには、電話ケーブルが配線さ

れている既設配管の空きスペースに通線す

る新たな光配線技術が必要になります。こ

のための細径化と低摩擦化した細径低摩

擦インドア光ケーブルを開発しました。

　本ケーブルは、従来既設配管敷設NG

だったマンションなどの開通工事におい

て、手間と工期を大幅に低減し、FTTHの

拡大に大きく寄与しています。本ケーブル

は、屋内配線用光ケーブルとして現在も最

も主要な物品として用いられているほか、

海外においても販売実績があり、年間約3

万km出荷されています。

＜安心・安全なネットワークを支える技術＞

マンションの光化ソリューション

基調講演「豊かな未来を拓き・支えるICTの確立に向けて」より
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「人、社会、地球にやさしい未来を拓くICT」をコンセプトとし、「社会問題、環境問題への対応、安心・安全な社会の実現」

を中心に、未来社会に貢献するNTT研究所の取り組みを紹介しました。R&Dフォーラム2010： 「人、社会、地球にやさしい未来を拓くICT」

　NTT R&Dでは台湾工業技術研究院

（ITRI）ならびにNTTBPと協力し、最高速

度300km/hを誇る台湾新幹線での列車

ワイヤレスブロードバンド通信サービス実

現に向けた技術的検証（室内実験、フィー

ルドサーベイ、実フィールド実験）を実施し

ました。

　WiMAXによる無線エントランス特性、

列車内無線LAN伝搬実験のほか、無線通

信品質向上を目的としたNTT独自技術の

レイヤ3ダイバーシティ技術の実証実験を

通じてWiMAXを用いた列車向けブロード

バンド通信サービスに関する基本技術を

確立しました。

＜人・社会をやさしくつなぐサービス＞

列車ブロードバンドインターネットの展開に向けて

　マルウェア感染経路がWebへとシフト

したトレンドの変化を早期に捉え、クライ

アントやサーバへの感染攻撃を検知・収集

するおとり端末であるハニーポットを研究

開発しました。各ハニーポットはレピュテー

ションデータベースや、ACTIVEプロジェク

トなどの国家プロジェクトでも活用されて

います。

　2012年には、各ハニーポットで得た情

報から生成したブラックリストを配信する

取り組みを開始しました。各ハニーポット

やブラックリストは、現在、NTTコミュニ

ケーションズグループのマネージドセキュ

リティサービス"WideAngle"や大型SI案

件などの商用サービスで活用されていま

す。

＜安心・安全なネットワークを支える技術＞

Webサイト攻撃情報収集・解析技術
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　NTT R&Dでは、医療情報のネットワー

ク化、情報共有の仕組みである「EHR」や、

個人の生活の質の維持・向上のため、自ら

の健康・医療情報を蓄積し管理する「PHR」

の実現に向けた取り組みを進めました。

　EHRについては、2008年度～2010年

度まで行われた総務省・経産省・厚労省合

同の日本版EHR事業に参画し、得られた知

見を元にNTT東日本は、NTTの研究所技

術を活用した診療情報連携基盤を用いて、

高齢化や医療資源の不足などの課題解決、

また災害時における医療行為の継続を目

指す『宮城県石巻・気仙沼医療圏地域医療

連携システム』を構築しました。

　PHRサービスについては、NTT-ITより「ひ

かり健康相談サービス」としてASP提供を

行っています。

＜人・社会をやさしくつなぐサービス＞

公共系医療・ヘルスケアサービス

　NTTでは、サービス創造・インフラ高度化の

実現に向け、研究所で開発した成果を早期に

グループ会社のビジネス展開につなげていく

プロデュース活動を進めています。その具体

例の一つである「デジタルサイネージ」では、

ネットワーク接続型のデジタルサイネージの

普及・拡大を目指して、デジタルサイネージ・

プラットフォームの事業化に取り組みました。

　その結果、屋外や店頭などでネットワークに

接続した表示機器を使って情報発信する、デ

ジタルサイネージの市場拡大を狙って、一般

オフィスや小規模な商業店舗でも使える廉価

なソリューション・パッケージである「ひかり

サイネージ」シリーズを開発し2010年2月に販

売を開始しました。

＜サービス創造・インフラ高度化を実現するプロデュース活動＞

デジタルサイネージの取り組み

基調講演「豊かな未来を拓き・支えるICTの確立に向けて」より
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　ネットワークやデジタルオーディオ機器

の進展とともに、高品質（高サンプリング

レート、振幅の高分解能化、多チャネル化）

化に伴う配信や蓄積の情報量も増大する

一方です。そこで、ブロードバンド環境では

圧縮のために品質を損なうことなく情報量

を圧縮するために、NTT R&Dでは、元の

信号の完全な再構成を保障するロスレス符

号化の開発に取り組むとともに、国際標準

化も主導し、その成果が2005年にMPEG-

4 ALSとして制定されました。

　2014年には、4K及び8Kによるテレ

ビジョン放送である「超高精細度テレビ

ジョン放送」における高音質サービス用の

ARIB標準として、総務省令に制定されるな

ど、幅広く活用されています。

＜科学技術の発展に貢献する革新技術＞

音響ロスレス符号化とパッケージ化標準規格

　ブロードバンドネットワークの発展は大

容量フォトニックネットワークによって支

えられてきました。NTT R&Dは、様々な

クライアント信号を柔軟かつ高信頼に長

距離転送するための光トランスポートネッ

トワーク（OTN）方式の国際標準（ITU-T 

G.709）に貢献してきており、40/100G

イーサネットの標準化に合わせて2009年

12月のITU-T G.709改定に大きく寄与し

ました。2013年にNTTエレクトロニクス

よりITU-T G.709に準拠した世界初の高

機能100G OTNフレーマLSIの提供を開

始しました。

　現在、400Gイーサネットの標準化と

合わせて、Beyond 

100G OTNフレー

マ技術の研究開発

を実施しています。

＜科学技術の発展に貢献する革新技術＞

フォトニックネットワーク技術

商用化された100G OTNフレーマ



96 

ICTの未来を切り拓くNTTの研究開発

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
未
来
を
切
り
拓
く
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
研
究
開
発

2010（平成22）年度
R&Dフォーラム2011： 「活力ある社会・豊かな未来の創造　～イノベーションを紡ぎだすICT～」

　任意のエリア及び期間における話題の

キーワードを地図上に表示することで、

キーワードに関する口コミ情報に簡単にア

クセスできるDig-A-Mapは、2011年12

月から2013年9月まで、町の意外なホット

キーワードやその内容を知ることができる

アプリ「発見探地図エリアダス」として公開

トライアルを行い、多くのメディアに取り上

げられるなど反響を呼び、多くの方にご利

用いただきました。

　その後に続く種々の解析技術と、関連す

る地図表示技術を統合し、現在「地域情報

ナビゲーション技術」として、2015年度中

の商用化を目指して開発を進めています。

＜ブロードバンド・ユビキタス時代の新しいサービス・技術＞

時空間マップ型Web検索技術：Dig-A-Map

　NTT R&Dでは、家庭用機器やオフィス

機器などをネットワークと連携させて、快

適な家庭環境やオフィス環境を実現する

「ホームICTサービス」の提供を目指し、遠

隔から管理できるJavaベースのサービス

プラットフォームの国際標準OSGiを元に

「ホームICT基盤」を開発、2010年11月よ

りNTTグループ各社、パナソニック電工と

共同で商用化を目指したフィールドトライ

アルを行いました。

　この結果を踏まえ、2011年8月より

NTT東日本・西日本のサービス「フレッツ

ジョイント」として商用化され、新たなサー

ビス創造に貢献するとともに、社内の保守

サービス等でも利用され、運用コストの削

減にも効果を発揮しました。

＜ブロードバンド・ユビキタス時代の新しいサービス・技術＞

OSGiを利用したホームICT基盤
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「活力ある社会・豊かな未来の創造～イノベーションを紡ぎだすICT～」をコンセプトとし、ICTの利活用を通じて、元気

あふれる豊かな社会の創造に貢献していくNTT R&Dの取り組みを紹介しました。R&Dフォーラム2011： 「活力ある社会・豊かな未来の創造　～イノベーションを紡ぎだすICT～」

　NTT R&Dでは、刻々と変化する事業ニーズに応え、ス

ピードディかつ効率的な研究開発を行うべく、コア研

究の段階からの事業ニーズ反映し、事業会社との共同

開発などの取り組みを推進しました。その具体例が「議

会録作成システム」です。

　2008年、NTTの持つ最新の話し言葉音声認識技術を

ベースに、議会の審議を音声認識し、誤認識箇所を修正

することで効率的に議会録を編集する『音声認識新速記

システム』プロトタイプを開発しました。このプロトタイプ

を元に、2010年12月、NTT東日本では中央省庁及び地方

議会向け会議録作成支援システム「VoiceAir」を提供開

始しました。本取り組みは、事業会社の持つ議会録のニー

ズを早い段階から反映し研究開発を進めた成果です。

＜R&Dのスピード化・効率化に向けた取り組み＞
議会録作成システム

　NTTの持つ高信頼・高速IP伝送技術は、

2011年2月にNHKと共同で取り組んだ共

用タイプのグローバルIPネットワークを利

用したスーパーハイビジョンの東京・ロンド

ン間ライブ中継を世界で初めて成功させ

たほか、2012年の国際スポーツイベントで

のロンドン・東京間の8K伝送実験、FIFA

ワールドカップ ブラジル2014でのNHK

による8Kパブリックビューイングの成功

にも大きく貢献しました。

　これらの根幹となる、大規模パケット

ロスにも対応可能な高速な誤り訂正技術

「FireFort-LDGM FEC符号」は、2015

年にISO/IEC23008-10 MPEG MMT-

FEC標準として採用されました。

＜ブロードバンド・ユビキタス時代の新しいサービス・技術＞

スーパーハイビジョンIP伝送技術（放送通信連携サービス）

基調講演「イノベーションへのたゆまぬ挑戦」より



98 

ICTの未来を切り拓くNTTの研究開発

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
未
来
を
切
り
拓
く
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
研
究
開
発

　「Crane」はNTT研究所が開発した統合

管理ソフトウェアです。サーバやネットワー

クの監視、ジョブ管理などICT環境を一元

管理し、統合運用を実現します。 OS、ミド

ルウェア、ネットワーク、サーバ機器などの

稼働状況や性能情報、ユーザアプリケー

ションのプロセスやログの監視、定型業務

を自動化するジョブ管理が可能です。

　Crane管理マネージャのカスケード構成

により、小規模のシステム監視から大規模

なシステム監視まで、柔軟な運用管理が可

能です。

　現在、NTT東日本・NTT西日本の社内シ

ステムのIT基盤に対する監視基盤として

導入されているほか、自治体向けICT管理

ソリューションとしての展開を推進していま

す。

＜社会的課題を解決するICTイノベーション＞

ICTシステムの監視・ジョブ管理は「Crane」で

　NTTは2008年、地球温暖化防止活動

の一環として、省エネルギーに貢献できる

直流給電の導入・普及に向けた施策を推進

するため、高電圧直流給電技術の開発着

手を表明しました。

　その後、ITU-Tで標準化活動を先導し、

ITU-T L.1200「電気通信及びICT装置の

入力端における400Vまでの直流給電イ

ンタフェース」、ITU-T L.1201「直流400V

までの給電システムの構成」の2つの国際

勧告が制定されています。

　2014年8月には、高電圧直流給電シス

テムとICT装置などの接続点における技

術要件をまとめたテクニカルリクワイヤメ

ントを公開、2016年度からの高電圧直流

給電システムの本格導入を発表いたしまし

た。

＜社会的課題を解決するICTイノベーション＞

高電圧直流給電システム
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　NTT R&Dでは、従来の10倍のスルー

プットの無線LANを実現するために、同

じ無線周波数で複数端末への同時通信を

可能とする技術であるマルチユーザMIMO

（Multiple-Input Multiple-Output）の研究

開発に取り組み、2010年5月、世界初とな

る1Gbit/s超の伝送に成功しました。現在

は、高効率無線LAN（IEEE 802.11ax）標

準規格の早期策定に向けて活動を進めて

います。

　また携帯端末を情報KIOSK端末にかざ

すだけで、瞬時に数GB以上の大容量コン

テンツをダウンロードできるミリ波(60GHz

帯)非接触高速転送システムを開発し、現在

プロモーション活動とIEEEにおける標準

化活動を進めています。

＜科学技術の発展に貢献する革新技術＞

高速ワイヤレスホームネットワーク

　NTT R&Dのグローバルな取り組みは、従来からの標準

化等を通じた連携、基礎研究分野を中心とした共同研究

に加え、最新技術・サービスの各国への展開、特に通信

キャリア以外のパートナーへの取り組みについて強化を

図りました。例えば、NTT R&DのICT関連プロダクトを鉱

山業界に展開するため、2006年4月に、南米チリの銅公社

CodelcoとNTTグループで合弁会社Micomo社を設立、

光ネットワーク（AWG-STAR）、無線IPネットワーク（WIPAS）、

光ファイバ歪みセンサ、粉塵センサ及び粉塵飛散予測サー

ビスなどを導入しました。2010年に発生した鉱山落盤事

故では、光ファイバを使用したTV会議システムを通じて、

閉じこめられた作業員の救出に大きく貢献しました。

＜グローバルビジネス展開に向けたR&D＞
チリ鉱山落盤現場におけるMicomoの貢献

1 

チリ鉱山落盤現場におけるMicomoの貢献 
閉じこめられた作業員から

Micomoに対する感謝の手紙 
地上と地下を光ファイバで接続し

TV電話による通信を実現 

有線の仮設伝送路設置が困難である箇所には無線IPシステム(WIPAS)を設置 

CODELCO事務所 

掘削現場側のWIPASアンテナ 

掘削機械 

光技術 
の応用 

無線技術 
の応用 

基調講演「イノベーションへのたゆまぬ挑戦」より
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2011（平成23）年度
R&Dフォーラム2012： 「創る、支える、進化するICT」

　2011年3月11日に発生した東日本大震災を踏まえ、NTT 

R&Dとして、長時間停電への対応や、避難所への衛星通

信を利用したスピード感のある対応など、平時、発災直後、

数週間後といった時間軸に分けていくつかの課題認識を

持って研究開発に取り組みました。

　震災から約1年間の間に、長時間停電に対応しNTT局

舎用の新しい蓄電池の開発に着手し、ONUのバッテリ給

電への実現のめどを立てたほか、リングネットワークの早

期復旧に向けた遠隔制御機能開発に一定のめどを立て

ました。また、誰もが利用でき、情報を1箇所から入手する

とともに、電話、PCからも同じ情報にアクセスできるよう

な安否確認サービスの高度化を進めるなど、一定の成果

を生み出しました。

震災から1年間の主なR&Dの成果

　災害などによる通信途絶時に、衛星回線

により、迅速に臨時通信回線を設営、提供

することが可能な衛星端末局を開発しま

した。アンテナ径75cm以下の分割収納

可能なアンテナ採用など、装置全体の小

型・軽量化を実現し、機動性を向上。さら

に、アンテナ方向調整の自動化、回線開通

時確認試験の遠隔制御を可能とすること

で、迅速な回線開通を実現しています。

　現在、NTT東日本/西日本のポータブル

衛星装置として全国に配備、震災時におけ

る避難所等でインターネットや特設公衆

電話の迅速な提供に

貢献しています。

＜支えるICT＞

小型衛星通信地球局

小型衛星通信地球局
可搬型アンテナ

基調講演「ICTの未来を創るR&D」より
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「創る、支える、進化するICT」をコンセプトに、ICTの利活用を通じて活力ある社会の創造に様々な局面で貢献していく

NTT R&Dの取り組みに加え、また、先の東日本大震災を受けて、災害時に役立つ技術を「災害対策・復興支援」展示とし

て紹介しました。R&Dフォーラム2012： 「創る、支える、進化するICT」

　「こえみる」は、聴覚障がいのある方のコ

ミュニケーションにおける情報保障を目的

とし、音声認識技術や通信機能を具備させ

た各種端末を利用して、“発話内容の文字

変換”、“発話音量の可視化”等を提供する

ソリューションとして2012年1月に開発さ

れました。

　その後、複数校の特別支援学校での実

証実験を通じて改良を重ね、商品化に向け

た仕様を策定し、2014年8月より横須賀

市立ろう学校にて実証実験を実施、その

結果を踏まえ2015年4月1日、NTTソフト

よりサービス提供開始いたしました。

＜支えるICT＞

特別支援学校ICT：こえみる

　2011年10月、ビッグデータを「常に素早く」

「深く分析する」ことを可能とする基盤技術

「Jubatus」を、株式会社プリファードインフ

ラストラクチャー（PFI）とのオープンイノベー

ションによって開発、成果をオープンソース

ソフトウェア（OSS）として公開しました。

　2014年度までに7つの版をOSS公開した

ほか、NTTグループにおけるソーシャルメディ

アからの市場分析や電子メールのウイルス

検知などに導入されています。現在は、ネット

ワーク故障検知や人流分析などの様 な々分

野に対する実証実験に取り組んでいます。

　今後は、新分野のさらなる開拓に向け

て、自動化範囲拡大を実現する特徴抽出／

機械学習処理の自

動化／高度化技術

に取り組んでいく予

定です。

＜創るICT＞

リアルタイム型大規模分散データ分析基盤技術：Jubatus
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　秘密計算技術は、データを暗号化したま

ま統計処理を行い、その計算結果を安全か

つ効率よく導くことを可能とします。2012

年2月、秘密計算技術によって臨床研究

データなどの秘匿が必要なデータに対し

て、暗号化したまま十分実用に即した速度

で統計分析を行えることを世界で初めて実

証しました。

　この処理性能は、現在でも世界最高レベ

ルを誇っています。

　現在、商用システムの開発を進め、2014

年度には100万件規模のデータで統計分

析を可能としています。今後、1000万件規

模まで対応可能な技術の確立、演算の拡

充、高機能化を継続検討していく予定です。

＜創るICT＞

秘密計算システム

　NTT R&Dでは、「人にやさしいICTサー

ビス」の実現に向け、人間中心設計や認知

心理学の様々な技法を駆使し、ユーザ評価

に基づくデザイン改善のためのガイドライ

ンや支援ツールの開発を推進しています。

　現在は、「市場やユーザの理解」、「サービ

スアイデアの創出」などの上流プロセスを

含むサービスデザインプロセス全体を一

気通貫で支援するためのサービスデザイ

ンフレームワークの構築に取り組んでいる

ほか、NTTグループ横断の勉強会の開催

を通じて、NTTグループのサービスデザイ

ン力向上、及び魅力的サービスの創出を目

指しています。

＜創るICT＞

ICTデザイン（IDeC）
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商用化された100G
デジタルコヒーレント信号処理回路（DSP）

　光通信に超高速デジタル信号処理を積

極的に取り入れ、光ファイバ伝送性能を

飛躍的に向上する基盤技術であるデジタ

ルコヒーレント光伝送技術において、NTT 

R&Dでは、2008年に100Gbit/s級伝送

基礎実験に成功、2011年にはリアルタイム

100Gbit/sフィールド実験も成功しました。

　2012年3月より、NTTエレクトロニク

スより商用化された100Gbit/sデジタル

コヒーレントDSP-LSIは、世界市場シェア

50%以上を獲得しており、国内外の主要

なシステムベンダーの100G-DWDMシス

テムにも採用されました。

　NTT R&Dは、現在進めている400Gbit/

sデジタルコヒーレ

ント伝送技術研究開

発でも世界の最先

端に位置しています。

＜進化するICT＞

次世代フォトニックトランスポートシステム技術

　あたかも目の前で話しているかのような

超高臨場な音響コミュニケーションシステ

ムを実現するため、遠隔地の音の波面その

ものを収音し、物理的に忠実に再現する技

術です。2011年、音場再現に必要なスピー

カアレイ信号をマイクロホンアレイ信号か

ら直接生成可能とする波面再構成フィルタ

理論を構築し、これを元に、2012年、大規

模マイクロホンアレイ・スピーカアレイを用

いた音場のリアルタイム伝送を世界で初め

て実現しました。2013年には、3D映像技

術と連携し、あたかも対面しているかのよ

うなコミュニケーションを実現するための

3D映像音響システムを構築し、大きな注目

を集めました。

＜創るICT＞

音場を伝送するリアルタイム波面合成技術
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2012（平成24）年度
R&Dフォーラム2013：「明日を支え、未来を創るイノベーション」

　NTT R&Dでは、2013年、最新の映像

符号化に関する国際標準規格「H.265/

HEVC」（High Effi ciency Video Coding、

以下HEVC）に準拠した世界最高レベル

の動画圧縮性能を持つ圧縮ソフトウェア

エンコードエンジンを開発、NTT-ATより

HEVCソフトウェアコーデック開発キット

「HEVC-1000 SDK」として販売を開始し

ました。2014年、NTTぷららは本エンジ

ンにより高圧縮・高画質に圧縮符号化され

た4Kストリームを用いた4K映像商用配信

サービス「ひかりTV  4Kサービス」を提供

開始しています。

　2015年3月には、世界初のプロ向け4K 

HEVCリアルタイム

エンコーダLSIの開

発も成功しました。

＜バリューサービスのイノベーション＞

高精細映像を低ビットレートで配信

　NTTグループ総体でのセキュリティオペ

レーション強化に向けて、NTT R&Dでは

マルウェア感染端末の不正通信の検知や

悪性サイト候補を抽出するSIEM分析エン

ジンを開発しました。現在、NTTコミュニ

ケーションズグループのマネージドセキュ

リティサービス"WideAngle"に組込まれ、

サービス展開が進められています。

　分析ルールの拡充による検知カバレッ

ジの向上、分析ルールの自動生成技術の

確立、及び公開Webアプリケーションへの

不正アクセス検知への適用領域拡大など、

研究開発を推進しています。

＜バリューサービスのイノベーション＞

セキュリティ脅威の検出・インテリジェンスの創出

プロ向け　4K HEVC
リアルタイムエンコーダ　LSI　
（開発コード名：NARA）
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「明日を支え、未来を創るイノベーション」をコンセプトに、中期経営戦略「新たなステージを目指して」の実現に資す

るクラウド、セキュリティ、ネットワーク、パーソナルサービスを中心に、最新の研究成果を紹介しました。R&Dフォーラム2013：「明日を支え、未来を創るイノベーション」

　Ryu SDN FrameworkはSDN（Software 

Defi ned Networking）を便利に簡単に組

み上げるためのツールやライブラリを提

供する基盤ソフトウェアです。2012年に

Ryuは、オープンソースとして開発を開始し

て以来、オープンソースである強みを活か

し、業界に先駆けて最新のOpenFlow仕

様に対応することで、SDNアプリケーショ

ンの開発者や、ネットワーク機器の開発者、

ネットワークサービスの保守者など、様々

な方々に利用されています。

　現在、ホワイトボックススイッチなど、

様々なユースケースへの適用に取り組んで

います。

＜バリューサービスのイノベーション＞

スケーラブルな大規模データセンタネットワークの実現：Ryu

　事業環境や技術トレンドの変化が加速する環境におい

て、NTT R&Dは、従来のイノベーションの枠組みに加え、

新たなイノベーションの連鎖を強化し、NTTグループの成

長エンジンとしてバリューパートナーの実現に貢献してい

ます。その一つが、NTT R&Dが開発した要素技術をサー

ビスエンジンとして提供し、事業会社のイノベーションの

一部として埋め込み活用する取り組みです。

　「例えば、NTTドコモが2012年3月にサービス開始した

「しゃべってコンシェル」において、NTT R&Dは日本語質問

応答技術を提供し、同年6月に対応した自然文質問への

直接回答を実現する知識Q＆A機能の実現に貢献しまし

た。

＜イノベーションの連鎖＞
しゃべってコンシェルにおける自然言語処理技術

基調講演「連鎖するイノベーション」より
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　NTTグループ全体のオペレーションコ

スト削減に大きく貢献する技術として、通

常の業務支援システムでサポートできて

いない「定型的な操作」や「繰り返し操作」

を、オペレータが自ら端末上で自動化し、

業務効率化を実現する『UMS（Unifi ed 

Management Support System）』、セキュ

リティを確保して他システムから一方向で

データ転送を行う『データブリッジ』、操作

すべき箇所や定型業務における情報を業

務システム上に表示できる『アノテーション』

を開発しました。これらは類似技術に比べ

て、オペレータが自ら端末上で簡単に効率

化できるという特徴を活かし、NTTグルー

プ内各社の様々な業務効率化に現在も広く

利用されています。

　現在、UMSはNTT-ATより、「WinActor」

として、データブリッジはNTTソフトより、

「Crossway／データブリッジ」として発売

中です。

＜ネットワークのイノベーション＞

既存システムに手を入れずに自動操作／ナビを実現

　家庭や店舗の分電盤に取り付けた1台

のセンサで、個々の電気機器の動作状態

や電力消費量を推定し表示する技術です。

電気機器単位での電力の見える化が経済

的に実現でき、省エネのサポートサービス

や高齢者の見守りサービス等への適用が

期待されます。

　現在、家庭の単相3線電源方式に加え、

業務用の三相3線電源方式にも対応し、小

規模店舗などでの電力見える化や異常監

視、店舗業務管理等にも適用領域を拡大し

ました。

　本技術は、一般家庭や、チェーン店舗、コ

ンビニエンスストアでの実証実験を通じ、

実環境での推定精度や基本機能の評価を

行い、実用性を検証しました。

＜ネットワークのイノベーション＞

分電盤センサのみで家電機器個々の電力消費量を見える化
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　光通信システムの大容量化を実現する

ために、新しい構造の12コア-マルチコア光

ファイバと、16/32値QAMデジタルコヒー

レント変復調技術を適用することで、2012

年9月、光ファイバ1本で毎秒1ペタビットの

超大容量データを52.4km伝送することに

成功しました。毎秒1ペタビットという数値

は、2時間のハイビジョン映画5000本を1

秒間で伝送可能な速度に相当し、これまで

の1本の光ファイバを用いた伝送性能とし

て世界最高となるものです。

　2013年には、伝搬方向インタリーブ技術

を用いることで伝送容量・距離積：1エクサ

ビット・kmの実証（1ペタビット-1000km級

長距離伝送の実証）にも成功しました。

＜ネットワークのイノベーション＞

世界最大1ペタビット伝送を実現した空間分割多重光伝送技術

　2012年4月、現在発光ダイオード（LED）

などに広く使用されている窒化ガリウム（以

下GaN）系半導体薄膜素子を成長用サファ

イア基板から簡単に剥離するプロセスの

開発に世界で初めて成功しました。本技術

を通じて、紫外光を有効活用できる太陽電

池、薄いLEDなど半導体デバイスの利用範

囲が大きく広がることが期待されます。本

発表は、多くの国際会議から招待講演を受

けるなど、学術的にも大きなインパクトが

ありました。

　現在、GaN剥離技術は、パワー半導体

素子の機能向上を達成し、革新的な素子

創出に向け、研究を推進するとともに、次

世代半導体素子開発に向け、外部研究機

関との連携を強化しています。

＜新分野開拓のイノベーション＞

GaN系半導体薄膜素子だけを剥がして使える

薄いLEDからの青色発光



108 

ICTの未来を切り拓くNTTの研究開発

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
未
来
を
切
り
拓
く
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
研
究
開
発

2013（平成25）年度
R&Dフォーラム2014:「Co-Innovation～あなたとともに、未来を創るR&D～」

　Graponは、2013年に発表したビッグ

データ分析の新たな潮流であるグラフ

データ分析処理において、従来技術を数十

倍以上高速化する世界最高速の分析技術

です。本技術によりこれまで膨大な時間を

必要とした日本の人口規模のソーシャルグ

ラフもわずか3分で分析可能となります。

　Graponは、世界最速のグラフマイニン

グエンジンとして現在も利用シーンの開拓

を推進しています。また、Graponの技術

をもとに、交通渋滞予測の並列シミュレー

ションなどの人流・交通流の並列分析向け

に発展させた等粒度クラスタリング技術も

開発しました。

＜バリューサービスの進化＞

渋滞を先読みし、発生を事前に回避する

　東レ株式会社と共同で、着るだけで生

体情報の連続計測を可能とする機能素材 

“hitoe”の開発に成功し、大きな注目を集

めました。その後、本技術を用いたスポー

ツ心拍計測用途向けの心拍計測ウェア・ト

ランスミッタの実用化開発を行い、2014

年12月に、NTTドコモからスポーツ支援

サービス「Runtastic for docomo」と専

用トランスミッタ、株式会社ゴールドウイン

からウェア型計測用デバイス「C3fi t IN-

pulse」の販売が開始されました。

　現在、"hitoe"を用いたヘルスケア・医療

など他分野へのサー

ビス展開に向けて、

ウェア・トランスミッ

タの技術改良や生体

情報分析技術、統合プ

ラットフォーム技術な

ど、さらなる研究開発

を推進しています。

＜バリューサービスの進化＞

着るだけでスポーツ/健康管理に役立つ常時モニタリング

hitoe Brand Identity Standards 001

基本型（縦・横）

hitoe®　単衣 ( ひとえ )、人へ、糸へ
HUMAN, INTELLIGENCE, TO, EXPAND　人間の、情報・知能、 ～のほうへ、拡張する

名前にはモノだけではなく、関係性や可能性、そしてそこに込める期待を表現しています。

hitoe® というロゴタイプには、人の姿や動きを感じられるように創造しています。
h は座り、i は立ち、t は跳び、o は二人が手を取り合い、e は胎児のようなイメージ。
人のつながりが新たな命を運ぶという願いも込めています。

さらに「12」という数字を裏コンセプトとして、ロゴマークの縦軸を時間、
横軸を一年の月数として捉え、12 のグリッド数で形成。
単衣を重ねることで様々な装束へ変化する考え方（十二単にはじまる）も含んでいます。

ロゴマークは中心から外、外から中心に向かって情報が出入する様子（信号が流れる）や、
軽さや拡張性を表現する上でラインの太さやシェイプを調整し、視覚的効果を表現しています。
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お客さまと一体となってイノベーションを創出するR&Dの取り組みを総称した「Co-Innovation（協創・技術革新）」を

コンセプトとしました。2013年4月に設立したNTT Innovation Institute, Inc.（NTT I3）からも出展しました。R&Dフォーラム2014:「Co-Innovation～あなたとともに、未来を創るR&D～」

　雑談対話技術は、ユーザの発話とこれ

までの会話から現在の話の焦点を認識

し、文脈を考慮した上で、人が常識として

持つ知識を用いた豊富な返答を行います。

2013年、NTT R&Dが開発した本技術を

用いて、NTTドコモは雑談対話APIを開発、

11月より「docomo Developer support」

のAPIとして提供開始しました。12月より

同社のカーライフ支援サービス「ドコモド

ライブネットインフォ」の雑談機能としても

利用されています。

　2014年には、雑談対話技術の新しい

バージョンを開発、これを受けてNTTド

コモ社では2015年2月に雑談対話APIの

バージョンアップを行い、パーソナライズ

された対話の実現も可能となりました。

＜バリューサービスの進化＞

コンピュータとの自然な対話を実現する雑談対話技術

　2013年4月、最も競争が激しい北米市場において、世

界トップクラスのセキュリティ・クラウド技術をスピー

ディーに開発しマーケットへ投入することを目的に、

2013年4月、米国シリコンバレーに「NTT Innovation 

Institute, Inc.（NTT I 3：エヌ・ティ・ティ・アイキューブ）」

を設立しました。

　設立後1年で、クラウド関係では北米事業会社のマイグ

レーションノウハウを元に、統一的な手順を確立した「アド

バイザリー自動化ツール」を開発、セキュリティではNTT I 3

がNTTグループ全体のアクティビティを総括し、ガートナー

社が発表するマジック・クアドラントの「チャレンジャーポ

ション」選出に貢献するなど、順調な離陸を果たしています。

グローバルR&Dの中核拠点：NTT I3

基調講演「Co-Innovationへの挑戦」より
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　クラウドとオンプレミスなど、複数拠点を

効果的に組み合わせながらアプリケーショ

ンシステムの構築を可能とするハイブリッ

ドクラウド向けの統合管理システムです。

　本技術を、OpenStackを応用したインフ

ラ運用技術へと発展させ、さらに北米ネッ

トワークベンダーとの協業体制をとること

で、NTTI3にて早期に成果をまとめ、2015

年2月、エッジ装置をNFV型へ移行し、イン

フラ運用の迅速化を可能とするクラウド対

応ビジネスネットワークサービス提供技術

ESI（Elastic Service Infrastructure）を開

発、報道発表を行いました。

＜グローバル・クラウドサービスの進化＞

NFV対応ハイブリッドクラウドにより要件変化に迅速対応

　2013年7月、NTTとドワンゴは映像&

ソーシャルサービスの高度化に関する業

務提携を開始しました。現在、「ネットワー

ク分野」「メディアUI/UX分野」「ビッグデー

タ分野」の3つの技術分野を対象に共同研

究、共同実験などの活動を進めています。

　このうちネットワーク分野に関しては、

通信環境に応じて配信レートを過去の状

況から予測する品質API（視聴品質最適化

技術）のプロトタイプ開発に成功し、2014

年11月より、ニコニコ動画における数百万

規模の一般ユーザを対象としたフィールド

検証を行っています。

＜ネットワークサービスの進化＞

NWとサービス事業者が協調して体感品質を向上



111

　NTTでは、大規模災害時の被災地など

で枯渇する通信機能（交換機能、ネットワー

ク機能）と、サーバ、ストレージといった情

報処理・蓄積機能を可搬型のコンテナもし

くはボックスに収容した「移動式ICTユニッ

ト」のコンセプトを提唱し、その具現化に向

けた研究開発を進めてきました。

　2014年1月、通話や情報処理などのICT

環境の提供に必要な装置類をコンパクトに

収容したバンタイプの自動車「ICTカー」を

開発、大きな注目を集めました。

　その後、2014年12月には、フィリピンの

台風被災地にて、移動式ICTユニットを用い

た実証実験を開始しました。

＜ネットワークサービスの進化＞

移動式ICTユニットで災害時に急増するICT需要に即応

　今後のR&Dは、様々なコラボレーションを通してイノ

ベーションを起こす必要があります。その取り組みの一つ

として、大きな将来ビジョンに向かって研究者同士が協力

することによって新しい価値を生み出すために、NTTが世

界を牽引する「機械学習」「フォトニックネットワーク」「ナノ

フォトニクス」の3つの分野について、それぞれ世界を代表

する上席特別研究員を中心とした研究センタを結成し、

未来の情報通信に大きな飛躍をもたらす研究開発を進

めています。

NTT R&Dが誇るCoE～最先端研究センタ～

基調講演「Co-Innovationへの挑戦」より
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2014（平成26）年度
R&Dフォーラム2015：「Co-Innovation～豊かで快適な2020をめざして～」 

　全方位カメラ及びマイクロホンシステム

により撮影された 360°の「映像・音響」を、

ヘッドマウントディスプレイとヘッドホンを

用いた直感的なユーザインタフェースで再

現することで、あたかもスポーツ選手のい

るフィールドに降り立ったような臨場感で、

スリリングな視聴体験を提供します。

　本技術は、NTTが開発した限られた帯

域で臨場感あふれる映像を配信できる全

天球映像向けインタラクティブ配信技術

に、映像に連動した全周囲の音再生系を加

えたものです。全天球映像向けインタラク

ティブ配信技術は、2014年11月に、ドワ

ンゴより「バーチャルリアリティLIVE配信

サービス」としてサービス化されました。

＜2020に向けたチャレンジ＞

選手の気分で高臨場スポーツ観戦

　スマートフォンやグラス型デバイスを通

じて、利用者が見ている風景映像から、高

精度に複数のモノを認識し、その中から利

用者の属性や状況に応じた情報を抽出し、

利用者の状況に応じた「観光ナビゲーショ

ンサービス」を実現します。3次元物体を

高精度に認識する『アングルフリー物体検

索技術』によって、見る角度が異なっていて

も、周囲にある立体物などを高精度に認識

し、関連情報を提示します。

　交通関連事業や観光関連事業を営む企

業などから多数の関心をいただき、現在、

サービス実現に向けたトライアルの検討

を進めています。

＜2020に向けたチャレンジ＞

「いま見えるモノ」から広がる観光ナビゲーション
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「Co-Innovation～豊かで快適な2020をめざして～」をテーマに、2020年を見据え、全ての方々に深い感動、新しい経験

を提供するコンセプトならびに関連技術を紹介したほか、お客さまに選ばれ続ける「バリューパートナー」に資する最

新の研究成果を紹介しました。R&Dフォーラム2015：「Co-Innovation～豊かで快適な2020をめざして～」 

　NTTは、次世代映像圧縮規格（HEVC）

などと、新たに開発に着手した高臨場感メ

ディア同期技術「Advanced MMT」を組

み合わせて、選手の映像・音声のみならず、

選手の置かれた空間や環境の情報を伝送

し、伝送先においてプロジェクションマッ

ピング技術で、音とともに3D再現する「イ

マーシブテレプレゼンス技術Kirari!」の研

究開発を推進しています。

　R&Dフォーラム2015で公開したデモ

は、三次元的に浮かび上がる被写体の映

像と、浮かび上がった被写体と完全に一致

するかのような音響設定、そして照明など

の動きの組み合わせによる、まるで目の前

にいるかの

ような臨場

感の高さに

多くの注目

を集めてま

した。

＜2020に向けたチャレンジ＞

競技そのものをリアルタイムで世界に高臨場感配信

　インテリジェントマイク技術は、高速走

行中の自動車内や、工場、工事現場等の高

騒音環境下において、明瞭なハンズフリー

通話、高精度な音声認識を可能にする技

術です。汎用のマイク素子2～3個と音響

信号処理技術を組み合わせることで、目的

音の劣化を抑えつつ周囲の騒音のパワー

を約1/10000に低減させます。

　ほかにも、20m先の指定した音だけを

集音する「ズームアップマイク」や、スポー

ツ競技中の大歓声の中からシュート音など

の特定の音を抽出する「ターゲットマイク」

も開発し、大きな注目を集めました。

＜バリューパートナーと拓く未来＞

100dBの騒音下でもクリアに音声を集音

ヘルメットに埋め込ん
だヘッドセット型イン
テリジェントマイクの
実装例
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　NTTでは、将来の通信ネットワーク

の技術開発に関するコンセプトとして

「NetroSphere（ネトロスフィア）構想」を

策定しました。本構想では、ネットワークを

利用するお客さまやサービス事業者に、今

まで以上に多様なサービスを、迅速かつ高

信頼、低コストに提供していくことを目指し

ます。高機能な専用機器を用いるのではな

く、機能をできる限り小さい粒度の部品に

分離・素材化し、自由に組み合わせることに

よって必要な機能や容量を柔軟に、経済的

に構成します。

　本構想の実現に向けて、NetroSphere

におけるトランスポートレイヤのキー技術

の一つである、｢マルチサービスファブリッ

ク｣(MSF)の研究開発を推進しています。

MSFにより、多様なサービスを経済的かつ

迅速に提供するネットワークを実現します。

＜ネットワークサービスの未来＞

多様なサービスを迅速・持続的に提供

　NTT、NTTドコモを含む世界有力12機

関が技術を結集し、膨大な主観評価を経

て開発した国際共同提案方式が、2014年

に3GPP国際標準に制定されました。本技

術は、EVS規格に準拠するFM放送並み

の帯域の音声と音響信号の圧縮符号化技

術で、高品質、高圧縮、広帯域、低遅延を達

成しました。

　今後、世界のVoLTEに採用される見込

みです。

＜ネットワークサービスの未来＞

国際共同開発で技術結集したVoLTE用高性能符号化
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　NTT R&Dでは、光のパターンを投影す

ることで、止まった画像にリアルな動きの印

象を与えることのできるまったく新しい発

想に基づく光投影技術「変幻灯」を開発し

ました。

　人間の錯覚を巧みに利用した「変幻灯」

は、止まっているはずのものが動いて見え

るという、かつてなかった視覚体験を生み

出します。

　R&Dフォーラム2015に合 わ せ て、

YouTubeで公開した成果映像は、3週間で

6万アクセスを突破、また、多くのニュースサ

イトやポータルサイトにも記事が掲載され、

大きな反響を呼びました。

＜未来を見据えた基礎研究＞

変幻灯 －動きを投影して止まった対象をぐにゃぐにゃに

　NTTでは今後、様々な分野・業界をICTの力で高める「○

○×ICT」を目指しています。「○○×ICT」では、単に使いた

い人だけが使うのではなくて、全ての人が使えるような環

境をつくっていくことが必要です。

　今後、NTT R&Dでは、誰もが自然に新しい体験を享受

できるような、安心・安全な世界へ導いていくために、コ

ミュニケーションに関する悩み・格差を解消する「ナチュラ

ル」化という取り組みをさらに注力していきます。

今後さらに注力すべき分野～「ナチュラル」の追求～

変幻灯の例

基調講演「Co-Innovationが拓く未来」より
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